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2Sp-8　　　　 地 方都市居住者のつきあい に間する研究

第２報　 東京地域におけ る現状との比較

桜 の聖母短大　 佐藤美 枝子　　 ○日本女大家政　 沖田富美 子

目的　 高齢社会に対応する集 合住宅の 計画 にあた っては、 居住者 間のつ きあい か重要な一

要素となると考えら れる。 そこで集合 住宅 居住者のつきあいの現状お よびそ の方向 性を 明

ら かに すること か目的であ る。　特に本研究 では地 方都市における集合 住宅居住 者のに 焦点

をあて、 第１ 報でそのつきあ いの現状を把 握し 報告し た。　本報では東京 地域でおこ なった

調査結果 と比 較し、 対象地 域の特殊性、 地方 性などを明 らかにする。

方法　 調査対 象および 調査方 法は前報と同じである。 なお東京地域を対 象とし た調査は19

94年8 月に 行ったものであり、 調査内容はほぼ同じである。　なお第1 報では福島地 域217 件

であった か、 東 京地域の対象 か分譲集合住宅居住者 のみであ るため、 福 島も分 譲居住 者の

みとした。　し たがって分析対象数 は福島84 件、 東京地域133 件である。

結果　 ●居住 者の家族構成は、 両地 域ともに核家族 か最 も多い か、 福島に 単身者が多い の

か目だつ。 家 族周期では若夫婦 のみか福島に多 く、 老夫婦 は東 京に多い。 夫 婦と子供 の家

族で はどちら かと 言え ば東 京は年令 の高い、 福島は年令の低い 子供のいる家 族周期か多い。

●現住 居に居住する以 前の住居住居 は福 島は民 間借家、 東京は 持家か多い。 永 住意識は当

分予定 なしが両地域 とも多 いか転居 意識は福島にやや多 い。　● ｒ人づきあい 』という言葉

に対するイメージは東京は「 最低限のルールを守って、 人に迷惑をかけないのがつきあい 」、

福島は「 気 軽に 世間話をす るようなものがつきあい 」とするもの か一 番多い。　そのほか実

際のつきあい の有無、 つきあい の相手、 つきあい のき っかけ、 現集合 住宅におけるつきあ

い、 近所づきあ いにおける 配慮などについて も、 両地 域により多少違い かみら れる。

2Sp-9 つきあいを 育む住環境 とその管理に関する研究

（その5 ）　 近隣つきあいのタイプ とその特性
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【目的】　緊急時における近隣ネットワークヘの期待があるにもかかわらず、居住者の近

隣つきあい意識は消極的である。本一連の研究はこのような状況を打開するために、住環

境計画の側面から近隣関係を促進させる手法を提案するための基礎的研究である。既に近

隣の人々が出会い、会話を交わすきっかけになる近私的空間条件と、さらに訪問をし合う

関係まで一歩踏み込んだ時に、気楽な訪問を誘う、あるいは反対に疎外するオモテの空間

構成要素について明らかにしてきた。

本報告では、少し研究の方向を変え、これらの空間要素の作用の仕方を分析するために

必要な、居住者の近隣意識のタイプ分けについて述べるものである。

【方法】　調査は阪神間の、開発後４ －10年経過した戸建て住宅地域６地域に居住する夫

妻両者を対象に1995年lO月に実施した。回収数＜男子267,女子314＞世帯単位回収率66%。

タイプ分けにはwindows版SPSS によって林の数量化理論３類を用いた。

【結果】　居住者の近隣つきあいの必要性、志向、行動を指標に用いた数量化３類によっ

て、近隣つきあいのタイプを①アソシエーション型、②ネイバーフッド型、③リミテーシ

ョン型、④無関心型に分類することができる。これらは特に男性において、年齢、就労形

態、休日数と強い相関が見られた。①と②は近隣つきあいを志向するタイプとしては共通

しているが、つきあいに利用する場には反対の志向がある。気楽な出会いを可能にする縁

側的空間は①③では敷地と道路の境界空間を、②は屋内空間を意識し、方向差がみられた。
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